
公共交通の現状と課題
について

１．公共交通の利用者数

２．公共交通の利用環境

３．問題の構造

資料１
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路面電車路面電車

1

鉄 道鉄 道

主要バス路線主要バス路線

 鉄道はH21以降、大きく増加しており、沿線での人口増加やイオン等の商業施
設開業、インバウンドなどの観光客の増加が要因として考えられる

 路面電車は、長期的には横ばいであるが、H22以降は微増傾向

 路線バスは20年前から４割程度減少した状態で直近10年は横ばい

背景として、「モータリゼーションの進展」

• 40年間で、自動車の利用率は倍増
• 乗用車の保有は、1世帯あたり1.3台（H28)

１．公共交通の利用者数

① １日あたり利用者数

駅前広場整備（万富）

駅前広場整備
（瀬戸・迫川）

岡山駅東西連絡通路
・一般者駐車乗降上整備

改札増設（庭瀬・高島）

駅前広場整備
（建部・金川・瀬戸）新駅

（北長瀬駅） 新駅
（西川原駅）

岡山駅東口広場整備

岡山駅西口整備

送迎場整備
（高島）

低床車両MOMOの導入（１台目）

岡山駅東口乗り場再編
ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ設置
(駅ﾊﾞｽ時刻表／3基)

転入者へのﾊﾞｽﾏｯﾌﾟ配布
C&BR（17⇒37箇所）

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ
縁石導入

バスレーン拡充、P&BR拡充、
PTPS導入、ICカード導入等

P&BR実施

オムニバスタウン計画

低床車両
導入費補助

岡山駅
西口整備

（データ）JR西日本提供

（データ）岡山電気軌道提供 （データ）バス事業者各社提供
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鉄 道

津山線(26)津山線(26)

吉備線(31)吉備線(31)

宇野線(26)宇野線(26)

岡山駅岡山駅

全駅合計全駅合計

赤穂線(39)赤穂線(39)

山陽本線(47～70)山陽本線(47～70)

瀬戸大橋線(85)瀬戸大橋線(85)
Ｈ３を100とした場合の利用者数の増減

北長瀬駅北長瀬駅 西川原駅西川原駅新駅

※各路線の市内駅別乗車数の合計
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東山線 清輝橋線

平日 休日

＜調査日＞
平日：H27.1.29(木)/晴
休日：H27.1.25(日)/晴

 市内33駅の1日あたり乗車人数は11.1万人（H28）

 山陽本線は、直近10年は大きく増加（新駅が２つ開業）

 吉備線・津山線は長期間低迷（直近2年は微増）

路面電車

 清輝橋線は、東山線と比較して、本数が５割程度であ
るが、利用者数は３割程度とさらに少ない

 要因として、沿線において、主要な目的地が少ないこ
とや、路線バスとの接続機能が弱いことが考えられる

岡山駅前電停の乗降者数（１日）

東山電停（東山線）は、
路線バスから定時性で
優位な路面電車への乗
り換えが多い

()内は上り本数

(179) (86)

１．公共交通の利用者数

② 路線ごとの利用者数

()内は
上り本数

１日の利用者数（路線別）
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3

路線バス

 直近３年では、多くの路線が横ばい・微減

 岡南・新岡山港方面はH28に大きく増加しており、要因の１つとして
「瀬戸内国際芸術祭（約3か月間）」の開催が考えられる

運行本数

15分に1本程度

30分に1本程度

1時間に1本程度以下

コミュニティバス

三野・牟佐方面三野・牟佐方面

庭瀬方面庭瀬方面

東岡山・瀬戸方面東岡山・瀬戸方面

西大寺方面西大寺方面

妹尾・灘崎方面妹尾・灘崎方面

津高・高松方面津高・高松方面

岡南・新岡山港方面岡南・新岡山港方面

※主要バス路線方面別の利用者数（１日あたり）

市内のバス路線
(H28時点)
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廃止区間

現在の運行区間

コミュニティバス

人口減少
（S60⇒H27）

減少率30%～

減少率20%～

減少率10%～

減少率0～10%

増加

 路線バスは、利用者数の減少に伴い、運行区間が20年間で24％減少

 また、人口減少の大きい周辺部を中心に大幅に減便

廃止区間
(H6⇒H28)

減便区間
(H6⇒H28)

H6

15分に1本程度 30分に1本程度 1時間に1本程度以下

運行本数

15分に1本程度

30分に1本程度

1時間に1本程度以下

コミュニティバス
H28

運行区間と便数内訳
（H6⇒H28）

24%減

(km)

２．公共交通の利用環境

① 路線バスの減便・廃止
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２．公共交通の利用環境

② 公共交通へのアクセス性、都心や身近な拠点へのアクセス性

 駅から800mまたはバス停から300m離れた場所に居住する人口は20万人

 そのうち65歳以上の高齢者は約5万人

 都心や身近な拠点に公共交通で30分以内で行ける人口は30.3万人

・市内を100mﾒｯｼｭに分割し、各メッシュで都心及び全ての拠点までの公共交通所要時間を算出
・各メッシュを上記４区分に分類した後、メッシュ人口を集計
・公共交通の乗車時間は時刻表、駅・バス停へのアクセス時間は徒歩速度（分速50m）から導出

都心や身近な拠点への
公共交通アクセシビリティ

このうち
65歳以上の
高齢者は
約5万人

このうち
65歳以上の
高齢者は
約5万人

100mメッシュごとの評価結果
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３．問題の構造 （特に路線バス）

公共交通不便地域の拡大
（周辺部）

利用者の減少

収益の低下

運転手の不足（低い賃金）、
利便性向上の投資ができない

周辺部から廃止・減便

事業者間の過当競争

①人口・土地利用

周辺部の
人口減少

土地利用の
低密度化

②生活習慣

過度に自動車
の利用に依存
した暮らし

③利用環境

使いにくい
便数が少ない
（周辺部）

定時性・速達性
が低い

運賃が高い
（周辺部⇔都心）

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル

④現行制度（規制緩和）における事業者間競争

例 メリット デメリット

①既存路線への新規参入 ■沿線住民等の利便性向上

・選択肢の充実
・利用しやすい料金
・到着時刻などの情報

提供によるバス待ち
ストレスの軽減

■減収により、既存事業者
の不採算路線の廃止・減
便リスクの上昇

■サービス水準の地域バラ
ンスの悪化

②価格競争
（都心部等の競合区間）

③価格以外のサービスの競争
（バスロケによる運行情報の提供

やダイヤ改正システム開発 等）

⑤人口減少と
少子・高齢化による
問題の深刻化

(千人) (%)

・総人口は2020年以降
減少する見通し

わかりにくい
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